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　株式会社クリエイティブ・コンサルタントは、地域のみなさまとのパートナー
シップを通して、地域の活性化に寄与し、持続可能な社会の実現に
向けて、社員一丸となって取り組んでいます。

商号 株式会社クリエイティブ・コンサルタント

所在地 【本社】
札幌市中央区北１条東２丁目５番地３　塚本ビル北１館２階

【東京支店】
東京都新宿区市谷台町４番２号　大鷹ビル５階

設立 １９９０年１２月１日

資本金 ２,０００万円

代表者 代表取締役　斉藤　雅之

従業員数 ３３名　（２０２０年４月１日時点）

認証取得 ISO27001:情報セキュリティマネジメントシステム　認証番号:IS658697
労働者派遣事業　許可番号:派01-300691

CSR report 2020

会社概要

2 / 13 ページ



　株式会社クリエイティブ・コンサルタントでは、ステークホルダーの皆様に、私たちのCSR活動を
お伝えするために、『CSR報告書』を発行しています。
　本報告書では、クリエイティブ・コンサルタントのCSRの考え方に加え、私たちが試行錯誤
しながら取り組む様々な活動をご紹介しております。

尚、クリエイティブ・コンサルタントのWebサイトでは、会社概要やサービス、採用情報なども
ご紹介していますので、あわせてご覧ください。

Webサイト https://www.hokkaido-ima.co.jp/

報告対象範囲 株式会社クリエイティブ・コンサルタント

報告対象期間 2020年4月～2021年3月

発行 2021年3月

お問い合わせ先 株式会社クリエイティブ・コンサルタント
経営戦略室
e-mail:press@hokkaido-ima.co.jp
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１．企業の価値観 　６
２．社員が楽しく行動 　７
３．北海道を元気に! １０
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　株式会社クリエイティブ・コンサルタントでは、社員一人ひとりが起点となって、社内および地域の活性化に寄与し、
持続可能な社会の実現に向けて、社員一丸となって取り組んでいます。

◆取り組みの概要

以下の「５つの価値」が循環する仕組みを提供することで、「社員主導のCSR活動」を推進しています。

１．企業の価値観
　私たちクリエイティブ・コンサルタントが価値とみなす基準を明確化し、定期的に社員に共有しています。

２．社員が楽しく行動
　共有した価値基準に基づき、社員が楽しみながら

自律的な行動（企画立案、社会貢献、情報発信

など）を起こすことに対し、コインを付与する仕組み

「ComComCoin」を展開しています。

３．北海道を元気に!
　コインは、社員間の交流で利用したり、社内コンビニ

にて北海道由来の厳選された商品（道産品、道内

企業、安全や環境に配慮、無添加）などを購入 「ComComCoin」はブロックチェーンを活用したアプリケーションです。

したり、社員が北海道の魅力を知る機会を提供 アプリケーションについては下記サイトをご覧ください。

しています。 https://www.hokkaido-ima.co.jp/creative/development/software/cre-comcomcoin

CSR report 2020

『社員主導のCSR活動』

CSR方針

１
２

５

４３

4 / 13 ページ



４．持続可能な社会へ
　社内コンビニなどで利用したコインは、

社員が自分の意志で選んだNPO法人

などに全額寄付します。

　社員が社会課題や環境問題を知る

機会を提供しています。

５．企業価値の向上
　持続可能な社会をつくるための社員の

積極的な取り組み・貢献により、企業

価値の向上を目指しています。

上記仕組みによって、様々な活動が生まれました。
定義した「５つの価値」に沿って、私たちの活動を
ご紹介します。
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寄付先として取り組みにご賛同いただいた団体（敬称略、五十音順）

・認定NPO法人 ウォーターエイドジャパン

・認定NPO法人 グッドネーバーズ・ジャパン

・認定NPO法人 セカンドハーベスト・ジャパン

・公益社団法人 チャンス・フォー・チルドレン

・公益財団法人 日本自然保護協会（NACS-J）

・認定NPO法人 フローレンス

Go To Next Page!
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　私たちクリエイティブ・コンサルタントが価値とみなす基準を明確化し、定期的に社員に共有しています。
また、社会課題や環境問題を知る機会として、SDGsの社内教育を実施しています。

　 　毎月実施している「システム部　部会」において、社員が調べてきた【手軽にできる
SDGsの取り組み】などを紹介するムーブメントも発生し、社会課題や環境問題
について「自ら調べる」「考える」きっかけになっています。

　また、取り組みに賛同いただいた寄付先６団体の活動内容の紹介も定期的に
実施しています。
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１．企業の価値観

5回

SDGs社内教育

9回

社員による

SDGs取り組み紹介
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　私たちクリエイティブ・コンサルタントが価値とみなす基準を明確化し、共有した内容に基づき、社員が楽しみながら
自律的な行動を起こすことに対し、コインを付与する仕組みを展開しています。
　社員が興味関心を持った記事を投稿する、普段の会話やチャットで気持ちを伝えるといった、活発なやり取りが
見られるようになり、地域に貢献するためのイベントも新たに生まれました。

◆記事投稿による情報発信
　SDGsに関連した情報や新型コロナウィルスと戦う医療従事者を応援する企画、

地域清掃ボランティア、北海道プロスポーツ応援、スポーツイベント参加など、

社員から様々な情報発信がありました。

　発信された情報を受けて、次の行動が連鎖的に発生し、社員が活発にアクション

する姿が見られました。

　記事のトレンドワードとして上位に位置

　 したのは、「SDGs」「CSR」「地域貢献」

「寄付」「新型コロナウィルス」でした。

社会課題に目を向け、地域に貢献

できることは何かと考え、行動する

社員が増えています。

◆社員同士の交流
　投稿記事をキッカケに、社員が会話したり、イベントを

企画・運営したりと社員同士が交流する機会が増えました。

　場所が離れていてもやり取りできるよう、チャット機能を

提供したことで、気軽に情報交換しています。

また、チャットでは「ありがとう」の気持ちが送付でき、

コインがプレゼントされる仕組みになっていて、社内活性化の

度合いが見えるようになりました。

　4月から6月のコイン送付数と、1月

から3月のコイン送付数を比べると

2.3倍増加していて、エンゲージ

メントが上昇し、社内が活性化

していく様子が見える化できて

います。
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２．社員が楽しく行動

２２０件

記事総数

12,080コイン

「ありがとう」

コイン総数

1,960
2,270

3,280

4,570

「ありがとう」コイン送付数
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◆イベント企画
　社員が「地域のために私たちにできること」を考え、アイデアを出し合った結果、私たちが主催する、新たなイベントが生まれました。

■地域貢献／環境保全の取り組み
　北海道の豊かな自然を守るため、7月に小樽市銭函海水浴場で地元の飲食店と

コラボしたビーチクリーンを実施しました。

　社員と社員のご家族を含め、３５名の方が参加してくれました。

参加してくれた方々は、笑顔で楽しみながら清掃活動を行っていました。

　一方で、「北海道の海でもゴミが散乱していて、

他人事ではない」「外国製のプラゴミもあって、驚いた。

世界はつながっている」といった感想がありました。

　私たち一人ひとりができることは限られるかもしれま

せんが、世の中で起こっていることを知って、考えて、

行動し続けていくことが大事だと感じることができる

良いイベントになりました。

■地域貢献／未来を担う子どもたちの育成支援
　子どもたちの学びを後押しするため、地域のみなさまと協力して、プログラミング

教育活動を実施しました。

　私たちの活動は「プログラミングキャンプ」と名付け、小学生を対象に、

プログラミングの楽しさ、達成感やワクワクを感じてもらい、「またやってみたい」

「次はこうしてみよう」と能動的な学びにつなげることを目的とし、今年度は２回

開催しています。

　１回目は、会場をクリエイティブ・コンサルタント

として、地域の小学生８名が参加。

　最初のうちは、たどたどしい様子でマウスや

キーボードを動かし、躓くこともありましたが、

自分で試したり、工夫したり、講師に聞いたり

しながら、一歩一歩課題をクリアして、思い通りに

動いた時には、満面の笑みで喜んでいました。
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　2回目は、札幌市立東園小学校で、６年生の児童と一緒に

プログラミングキャンプを実施しました。

　ほとんどの子どもたちがプログラミング未経験者でしたが、もの凄い

集中力でトライアンドエラーを繰り返し、あっという間にコツをつかん

で、みんながプログラミングでゲームを完成させることができました。

　プログラミング後のディスカッションでは、ゲーム以外でプログラミング

されているものをテーマに会話し、活発な意見が交換されるとともに、

身近なものがプログラミングされていることや、自動運転、ロボティクス

など先進技術などにも触れ、未来への可能性も感じてくれたようです。

　参加してくれた児童から、「一つひとつ操作

を重ねていくことで、プログラミングが成立して

いることがわかった」「もっと別なやり方を試して

みたい」と言った感想をいただきました。

　担任の先生からは「子どもたちが自ら新しい

目標を設定し、改善していくことで、作品の

品質が向上することはもちろん、子どもたちの

思考も洗練されていくことが、素晴らしい」と

感想いただきました。

　私たちの活動は始まったばかりですが、地域のみなさまと協力し、行動しながら改善していくイベントが生み出せたことは、大きな成果だと

感じています。
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　付与されたコインは、社内コンビニで使うことができます。社内コンビニでは、北海道由来の厳選された商品（道産品、
道内企業、安全や環境に配慮、無添加）を購入することができ、社員が北海道の魅力を知る機会を提供しています。

　社内コンビニでは、商品を購入することに加えて、「社員が
おすすめする商品」を配置することも可能で、社員自らが
魅力をプレゼンし、楽しみながら道産品、道内企業を応援
する活動が行われています。
　旅行先で出会った商品や地元で愛されている商品など、
様々な商品が紹介されました。

　

　社内コンビニの活用に限らず、北海道を元気
にするための活動も行われました。
（マラソンを通して北海道の医療従事者を
支援、北海道プロスポーツ応援など）
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３．北海道を元気に!

１４点

社員紹介

厳選商品数

９回

北海道を元気

にする活動
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　社内コンビニなどで利用したコインは、社員が自分の意志で選んだNPO法人などに全額寄付します。
本取り組みによって、社員が社会課題や環境問題を知る機会を提供しています。

　ご賛同いただいた上記団体について、社員に説明するとともに、社内に各団体の活動内容を掲示しています。
　知ることによって、個人で寄付したり、ボランティア活動に参加したり、行動変容につながった社員が増えました。

　年間通して寄付された金額の割合は

左図の通りとなりました。

（2021年3月15日現在）
　社員の価値観に沿って、寄付先を選

　 ぶ仕組みであり、個人単位で見ると応
援したい寄付先にバラつきはありますが、
企業単位（私たちクリエイティブ・コンサ
ルタント）で見ると、寄付の割合が概ね
均一化する結果となりました。
　割合が均一化した要因として、寄付
先６団体の活動内容を定期的に発信

し、社員の理解が深まった結果と考えら

れます。
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４．持続可能な社会へ

寄付先として取り組みにご賛同いただいた団体（敬称略、五十音順）

・認定NPO法人 ウォーターエイドジャパン（WAJ）

・認定NPO法人 グッドネーバーズ・ジャパン（GNJP）

・認定NPO法人 セカンドハーベスト・ジャパン（2HJ）

・公益社団法人 チャンス・フォー・チルドレン（CFC）

・公益財団法人 日本自然保護協会（NACS-J）

・認定NPO法人 フローレンス（Florence）

WAJ 17%

GNJP 18%

2HJ 18%

CFC 18%

NACS-J 15%

Florence 14%

寄付割合
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　私たちは、持続可能な社会をつくるための社員の積極的な取り組み・貢献により、企業価値の向上を目指しています。

　私たちの取り組みは今年度スタートしたばかりですが、ありがたいことに新聞や雑誌といったメディアに取り上げていただき、
多くの方々に知っていただくことができました。

2020年3月18日　産経ニュース

2020年5月6日　北海道新聞
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５．企業価値の向上

１２％増

ホームページ

アクセス数

前年度比

（2021年3月15日時点）

3.3倍

新卒採用試験

応募人数

前年度比

（2021年3月15日時点）
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　今年度から『社員主導のCSR活動』を促す仕組みを展開し、社内および地域の活性化から持続可能な社会に
つなげる取り組みをスタートさせました。

　初めての取り組みであり、試行錯誤の繰り返しではありましたが、社員によって、様々な情報発信、イベント企画が
実行され、地域に貢献する具体的な活動を生み出すことができました。
　活動を通して、地域に貢献するとともに、社員が成⾧する機会を創出できたことは成果として大きいと思っています。
　また、定性的な情報だった「社内活性化」「地域活性化」の度合いが、記事投稿数やコイン送付数によって、
定量的情報となり、見える化が進みました。見える化されたことで、これが動機となり、更なる行動につながりました。
　何より、寄付団体や地域のみなさま、社員とともに、持続可能な社会実現に向けた取り組みを形にできたことが
大きな成果だったと感じています。

　社会課題は刻一刻と変化していきます。情報も多様化していくことが予想されるため、収集する情報の質、分析
の精度・スピードを向上させることが今後の課題だと考えております。
　『社員主導のCSR活動』を継続し、地域の声に耳を傾け、私たちにできることを模索しつづけるとともに、ブロック
チェーンやAIといったテクノロジーで解決する道筋を描き、「価値の好循環」を加速していきます。

　私たちは持続可能な社会を実現するため、日々、新しい価値を創造してまいります。
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さいごに
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